
今後の予定（2～３月）ご家族、ご友人の皆様お誘い合わせの上、どうぞお参り下さいませ 

　２月１１日（火）　１３時～　　　　　　元中通組蝋燭講　ご消息披露（法話会）＠西光寺 

　　　１６日（日）　１３時～、１９時～　永代経法要＠明行寺　講師：佐々木 高彰 師（山鹿市 常法寺）　　 

　　　　　　　　　　※11時半より御斎のご用意がございます 

　３月　１日（土）　１３時～、2日（日）１０時～　　元中通組蝋燭講　物故者追悼会＠浄弘寺 

　　　１４日（土）　１０時半～　　　　　春季彼岸会法要（仏教婦人会）＠明行寺 

 

行事報告、住職現状報告 

　1月上旬～2月にかけて「お取越（在家報恩講）」が執り行われています。親鸞聖人のご命日（1月16日）の折
に、聖人のご遺徳を偲び、お念仏が脈々と受け継がれてきたことを、お寺だけでなく、ご自宅のご仏壇でも慶び、
讚えます。1月15日（火）、16日（水）には明行寺にて「御正忌報恩講」の法要が勤まり、多くの皆様にご参拝
頂きました。御講師は、石松昭信師（筑紫野市 栄法寺）、今までこれほど笑い通しのご法座があっただろうかと
いう程、笑いの絶えないひとときでした。年始早々に、お華束、境内清掃、幕張り等、法要のご準備、片付けを
頂きました、講中、婦人会の皆様、当日美味しいおまかないをご用意下さった「四ケ中尾」「上五位軒」地区の
皆様、お取越しに際し、多くのご協力を賜わりました各地区の皆様、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

　また住職福山昭思が、肺炎を患い、1月18日（土）より、入院しております。肺炎をきっかけに、1月27日（月）
には重度の呼吸不全をきたす「急性呼吸窮迫症候群（ARDS）」の診断、2月4日（火）には、脳内に出血等の異
常が発覚し、厳しい状態が続いています。急なご報告で驚かせてしまい、申し訳ありません。 

　現在は、国立病院機構大牟田病院へ入院しております。皆様へご心配をお掛けしますが、引き続きご指導、　　
ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌　　　　　　　
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彩り美しい精進料理

御講師 石松 昭信師 

裏へ続く↓

突き上がったお華束用のお餅

賑わう御斎②

色付けには男性陣も参戦 笑いに包まれる堂内

賑わう御斎①



＝＝コラム「恵方巻は一気に食べないと願い事はかないませんか？」＝＝ 

　恵方巻は、節分の夜にその年の恵方とされる方角に向かって無言で、願い事を思い浮かべながら、
太巻ずしを丸かじり（丸かぶり）するのが風習とされています。戦後、大阪の海苔業界が海苔の販売
促進のため宣伝していたものを、十年余り前に、コンビニエンスストアで販売するようになってか
ら、全国でこの時季によく見かけるようになりました。　　 

　恵方巻の恵方とは、今年の幸福を司る神のいる方角のことだそうですが、浄土真宗は方角の良し悪
しを気にする教えではありません。阿弥陀如来の救いは、あらゆる方角（十方）にはたらいているか
らです。一気に太巻を食べて願い事を叶えようとする風習や、そのようなしきたりもありません。私
が願おうとするはるか前から、阿弥陀如来の方が私を願いつづけてくださっていたからです。それは
目の前の自分に都合のよいことばかりを追いかけて迷うこの私こそ救わずにはおかないという大いな
る願いです。太巻ずしに包丁を入れて、丸かじりしなかったからといって、縁が切られるようなこと
もありません。縁とは、人間の思考や能力を超えた結びつきをいいます。恵方巻を食べる機会を得る
こともご縁でしょう。その際は、多くのいのちの恵みとみなさま方のおかげに感謝し、またついつい
自分勝手な願い事をしてしまう人間の心の弱さを感じながら召し上がったらよいでしょう。

前田壽雄師 

昭和49年北海道生まれ。浄土真宗本願寺派専念寺衆徒。武蔵野大学仏教
文化研究所研究員、通信教育部人間科学部人間科学科准教授。浄土真宗本
願寺派東京仏教学院研究科講師。著書に『書いて味わう讃仏偈　重誓偈』
『教行信証のことばーやさしい法話ー』（本願寺出版社）がある。明行寺
若院が神奈川県上正寺に勤めていた際、勉強会等でお世話になった恩師。

　昨年からインターネットで告知をはじめた大晦日の除夜会。おかげさまにより、初めての方のお参り
を含め、60名を超える皆さまにご参拝を頂きました。美しい星空の元、竹灯りが照らす境内にて、鐘
の音に耳を傾けながら新年を迎えることが出来ました。寒い中ご参拝くださった皆さま、竹灯り作
り、こどもくじ、粕汁のお振舞いを手伝ってくださった皆さま、有り難うございました。今年は書き初
め川柳にて、テーマを設けました。「もしあなたが来年正月を迎えることが出来なかったなら…」縁起
でもない、縁起の話です。思いついた方は是非川柳お寄せくださいませ。本年もお世話になります。

＜ 行事レポート　令和初「除夜の鐘」＞

明行寺の行事や普段の様子をお知らせし
ております。是非ご覧下さいませ！
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